
夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します
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歴史・文化・自然に育まれた平戸遺産を学ぶ

文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

　８月22日、平戸市未来創造館で第１回目の
「平戸学講座」が行われました。
　平戸学講座は、市内外の人たちに平戸にあ
る歴史、文化、自然などについて知ってもら
い、郷土の誇りや地元への愛着を持ってもら
うことを目的に開催しています。
　この日は、市民や平戸観光ウェルカムガイ
ドなどを中心に26人の参加があり、「平戸の
民俗芸能」と題して「民族」と「民俗」の違いや
平戸に古くから伝承されている各地区の伝統
芸能などについて、市職員から説明を受けま
した。
　講座については、今回を含め今年度計５回
開催され、第2回は９月19日（土）に「平戸城
探訪」をテーマに行われる予定です。各講座は、
１回のみの参加もできますので、参加を希望
する人は、文化交流課文化遺産班まで問い合
わせください。

火災救急件数

16件（20件）

843件（990件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和２年７月末現在令和２年７月末現在

20件（31件）

　０人（０人）

24人（39人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　30,489人（-23人）

■男　性　14,412人（+１人）

■女　性　16,077人（-24人）

■世帯数　13,966戸（-９戸）

■平戸地区   17,586人  （+４人）
　 北部地区　  10,366人　（+ １人）         
　  中部地区　    3,444人　（+ ２人）
　  南部地区　    3,776人　（+ １人）

■生月地区     5,216人 （-21人）
■田平地区　 6,684人 （- ７人）
■大島地区　 1,003人 （+ １人）

令和２年８月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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山口 紗瑛 フェイスさん

大島中学校

大島村

やまぐち   さえ
２年

　子ども県展では
姉の綾美さんが
県知事賞を受賞
し、姉妹で特別
賞を受賞する快
挙。

　　　『人を喜ばせられる大人に』

　両親とも芸術の才能がないので、紗瑛の作った作品を見てい
つも驚かされています。子ども県展で受賞したことについて、地
域の人たちからたくさんの声をいただき嬉しく思っています。将
来は、たくさんの人に喜ばれる仕事ができる大人になってほし
いです。
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